




















































である。ある人が状態 x と状態 y を比較して x が望ましいと感じている





















の個人的選好順序 R1, R2, . . . , Rn の任意の組に関して社会的選好関係 R を
一つ割り当てる関数 f（集合的選択ルール）を特定の条件の下で指定する























∃x , y∈X，［xPiy ⇒ xPy］∧［yPix ⇒ yPx］
が成り立つ、という条件である。
この三つの条件を満たすような社会的決定関数（その値域は選択肢の全

































































定義 頭数比率（head count ratio） 貧困層に所属する社会成員の（全体
に対する）割合。貧困者数を m、社会全体の人数を n とおくと頭数比率
H は H＝m/n。
ある所得値 x 以下の所得を持つ人の集合を S（x）で表す。貧困者集合
S（z）に含まれる要素の数は m である。｜S（z）｜＝m .
定義 所得ギャップ（income gap） 個人 i の所得 yi と貧困線 z の差を個
人所得ギャップ gi で表す。gi＝z－yi.



























公理 M 厚生の単調性（monotonic welfare） 任意の所得ベクトル y に対
し、個人の厚生関数値の集合｛Wi（y）｝上に完備で厳密な選好＞が定義さ







公理 R 序数的ランクによる重み（ordinal rank weights） 所得ギャップ
gi に対する重み vi は貧者間でのランクに等しい。vi＝m＋1－i .




定数項 A と重み vi は公理から特定することができる。































とおく。B と C は基準化のための定数項であり、wi は非負の重みであ
る。ここで指数に相対性を導入するために重みを社会全体におけるランク
として定義する。すなわち公理 R を以下のように修正する。




公理 N＊ もし社会の全員が同じ所得を持つならば I＝0であり、もっと
も裕福な者が全所得を独占しているとき I＝1－1/n である。
定理 Takayama によるジニ係数の公理化 公理 M, R*, N*を満たす唯一
の不平等指数はジニ係数である。
証明 センの貧困測度定理と同様の初等的な計算によって示せる。




定義 打ち切り所得分布（censored income distribution） 貧困線 z に対
応する、次の性質を満たす所得プロファイル










とおく。D と E は基準化のための定数項、wi は非負の重み、μは打ち切
り所得分布の平均である。貧困測度 P に関する基準化の公理は次の通り
である。
公理 N 2 もし誰も貧困線以下に位置しないならば P＝0である。もし
貧者の所得が全てゼロならば、貧困測度は頭数比率に等しい（P＝H）。
定理 高山の貧困測度 公理 M, R*, N 2を満たす唯一の貧困測度は、打
ち切り所得分布のジニ係数 Gp である。






























































定義 資源ベクトル（resource vector） m 種類の各資源が正の実数によ
り測定できると仮定する。R ＋の m 次の直積集合
R ＋×R ＋×…×R ＋
上の点により個人の資源ベクトルを表すことができる。
x＝（x1, x2, . . . , xm）．
定義 資源ベクトルの価値（value of resource vector） 各個人は自分の資
源ベクトルを 1次元の効用（実数値）に変換できる。そのような関数 f :
R ＋×R ＋×…×R ＋→R ＋は無数にあるが、関数による変換後の実数（値）
を、その資源ベクトルの価値と呼ぶ。
以下では単純化のために、数学的に自然な関数としてコブ＝ダグラス関
数を用いる。資源ベクトル x＝（x1, x2, . . . , xm）の価値は
f（x）＝a
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N＝｛1, 2, . . . , n｝として、そこから i だけを取りのぞいた集合を N ＼｛i｝＝






にほぼ等しい［Sen, 1985＝1988］。コブ＝ダグラス関数の定数項 a はその
ような個人間の資源変換能力の差異を表現するために利用できる。個人間










d（x , y）＝｜f（x）－f（y）｜ （3）
によって定義する。yi, yj をそれぞれ個人 i , j の資源ベクトルとする。
yi＝（yi1, yi2, . . . , yim），yj＝（yj1, yj2, . . . , yjm）
－y を効用の平均とすれば、効用のジニ係数は










定義 不遇境界（disadvantage boundary） 資源ベクトルの価値がその値
以下であれば不遇な環境に身を置いていると見なされる基準値を不遇境界
値（disadvantage boundary value）とよぶ。価値が不遇境界値以下であるよ
うな m 次直積集合上の点を不遇境界という。不遇境界値を z、不遇境界
（集合）を Z で表せば





定義 打ち切り効用分布（censored utility distribution） 不遇境界値 z に
対応する、次の性質を満たす効用の分布






定義 頭数比率（head count ratio） その資源ベクトルの効用が不遇境界
値 z 以下であるような社会成員の（全体に対する）割合を貧困測度の場
合と同様に頭数比率とよぶ。不遇者数を m、社会全体の人数を n とおく
と頭数比率 H は H＝m/n である。
効用が z 以下の資源ベクトルを持つ人の集合を S（z）で表す。不遇者
集合 S（z）に含まれる要素の数は m である。｜S（z）｜＝m .
定義 資源価値ギャップ（resource value gap） 個人 i の資源ベクトル yi








とおく。ここで A と E は基準化のための定数項、wi は非負の重み、μは
打ち切り効用分布の平均、C は打ち切り効用分布に含まれる個人の集




公理 M＊ 厚生の単調性（monotonic welfare） 任意の効用プロファイル y
に対し、個人の厚生関数値の集合｛Wi（y）｝上に完備で厳密な選好＞が定






公理 N 2＊ もし誰も不遇者集合 S（z）に含まれないならば D＝0 であ
る。また、もし不遇者の効用が全てゼロならば、不遇指数 D は頭数比率
に等しい（D＝H）。
公理 R 2＊ 資源価値ギャップにかかる重み wi は全人口における個人 i
のランクに等しい。wi＝n＋1－i . ただしここでいうランクとは資源価値
（効用）のランクである。









































































とかけるから、結局 D＝Gn が示せた。m 次元資源ベクトルの効用に対し






仮定 1 各資源の分布に関する仮定 m 次元資源ベクトルの各構成要素
（各座標の値）はそれぞれ対数正規分布に従うと仮定する。x＝（x1, x2, . . . ,
xm）なるとき各次元を確率変数 X1, X2, . . . , Xm で表せば、
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X1～Λ（μ1, σ12），X2～Λ（μ2, σ22）, . . . , Xm～Λ（μm，σm2）
である。











































補題 2 対数正規分布における不遇指数の分解 効用分布が対数正規分布
Λ（μ，σ2）にしたがうとき、不遇境界値 z に対応する不遇指数 D は
D＝p1（1－
μ1















































1．パラメータμi，σi（i＝1, 2, . . . , m）を持つ対数正規分布に従う乱
















表 1 μ1＝μ2＝μ3＝0.5，σ2＝σ3＝2，α 1＝α 2＝α 3＝1/3として計算した不
遇指数



























































表 2 μ2＝μ3＝0.5，σ1＝σ2＝σ3＝2，α 1＝α 2＝α 3＝1/3として計算した不
遇指数


















































いでこれから出社という時にビールを飲まない状態 y」を比較したとき A 氏
が状態 y の方を望ましい、状態 y の方が幸福であると考えているにすぎな
い。ここでいう社会状態とは個人の周りの状況や他者の行為など全て含めて一
般的に定義されている。
２）個人 i の選好関係を Ri とし、選好を持つ個人が n 人存在する（i＝1, 2, . . . ,
n）。xRiy は「個人 i にとって社会状態 x は社会状態 y と少なくとも同じくら
いよい」を意味する。個人の選好関係は
1．反射的 ∀x∈X , xRix 社会状態 x は x 自身と少なくとも同じ程度によ
い
2．推移的 ∀x, y, z∈X，（（xRiy）∧（yRiz））⇒ xRiz 選好は推移的である
3．完備的 ∀x, y∈X，（x≠y）⇒（（xRiy）∨（yRix）） x と y が異なってい










４）x∈X が∀y, y∈X ⇒ xRy を満たすとき（任意の y と比較して x の方が同
じくらい良いというとき）、x は二項関係 R に関して X の最良要素であると
いう。X の中の最良要素の集合を X の選択集合と呼び、C（X, R）で表す。X
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■Abstract
The purpose of this paper is to construct the disadvantage index of a soci-
ety through an axiomatic approach. We shall use the poverty measure, that is,
the Gini coefficient of a censored income distribution, proposed by Sen and
Takayama. In order to apply the poverty index to more general situations, we
use a censored utility distribution instead of a censored income distribution. For
this we assume that every person in a society has a specific utility function and
m types of resources which contribute to the increase of its utility. In this case
a person whose utility falls below a certain level is considered to be in a disad-
vantage environment. This environment, which we call the disadvantage bound-
ary, allows us to define a censored utility distribution. The Gini coefficient ,
which is applied to the censored utility distribution, is the disadvantage index.
Key words : poverty measure, Gini coefficient, relative deprivation
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